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技 術 開 発 課 題 完 了 報 告 書

課 題 名 野 兎 害 の 防 除 法

課題 区 分 指  示
開 発

期 間

昭和53年度

昭和 58年度
担 当 川内営林署

目

標

ヒノキ幼令植栽本に対する野兎の害防除法の効果を経済性の面から検討する。

結

果

新植より3年生までの調査結果で被害の発生状態は,芯切り,剥皮が主であるが,3年間の

集計でネットの被覆区は7%の被害率,無被覆区は 33%の 被害率となった。

この結果,ネ ットの使用によりかなりの予防効果が期待できることが実証された。

施

業

及

び

作

業

の

内

容

項 目 内 容 項 目 内 容 項 目 内

伐 採 の 方 法

樹 種

林 齢 年

胸 高 直 径 鍬

樹 同

“

4α 当 た り本数 本

材 積 ″

開発経過と調査内容

1.設定場所

川内営林署,宮之城担当区,宇都塚国有林 17め林小斑,昭和 55年新植箇所に設定。

2.防除の方法

ポリネット使用による方法

ポリネット (赤 ,青 ,黄 ,自)4種類を40鍬～ 50mに切断し植付時に造林木にかぶせ

る。
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3.試験地の配置

ポリネット使用区と無使用区を 56年 2月 ～ 4月 設置

%1被覆区 Z3.被覆区 計

赤 ポ リネ ッ ト 538本 707本 1,245本

青 ″ 453 726 1,179

黄 525 877 1,402

白 ″ 471 1,000 1,471

ユ
ー 1,987 3,310 5,297

4.調査時期

昭和 56,57,58の 各年度 ,7月 , 12月 ,3月 に調査対象全植栽本について被害調査

を実施 した。

評価及
一
び

一
害
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

普及指導

予防の補完的手段として有効であるが ,経費的には若干掛り増しがある。

- 101 -

EG-TDESK01
長方形



除防の生
回兎野 法

ヒノキ造林地における野兎の被害は初期の造林地において顕著である。その被害の状態は主として

芯切り,及び根元剥皮であるがこれ等の被害を予防するため植栽と同時に造林本の根元をポリネット

で被覆し,根元剥皮,および芯切りを予防するために営林局の指示にもとづき試験地を設定した。

1.試 験 地 の概 況

(1)場 所  宇都塚国有林 17ぬ林小斑

(2)地 況  方位。N  平均傾斜 ττ要¥も巧τ   標

(3)伐採前の状況  40年 生,天然林,昭和 55年度伐採跡地 ,

葉樹保護樹帯となつている。

(4)試験地概況図

図-1

(5)試験地の概況

首    540P7t
同 510滋 ～ 570れ
昭和 56年 3月 植栽 ,周囲は広

赤ポ リネット

青ポリネット祗
黄ポ リネット

白ポ リネット

ネッ嵯孵 ノι  l ノ歓 3 計

赤ポリネット 538本 707本 1,245本

青ポリネット 453 726 1 179
黄ポリネット 525 877 1,402

自ポリネット 471 1,000 1,471

計 1,987 3,310 5,297

夕1凡

区分別 設 定 内 容 面   積 本 数

１

区

Ｚ

地

被 覆 区 0 6 6ια 1,987本
無 被 覆 区 0.64 1.876

Ｚ
区

Ｚ
地 対照区御〔被覆) o.78 2,033
ノ

“

  3

地 区

被  覆  区 1.10 3,310
無 被 覆 区 1.00 1,990

2.試 験の方法および使用材料

(1)使用材料   ポリネット

(2)ポ リネット使用による防除法で,ポ リネット (赤 ,青 ,黄 ,自 )4種類を40～ 50印に切断

し植付時にかぶせる。

(3)ポ リネット使用区4種類別 2回繰返し試験概況図  (図 -1)のとおり。
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種   別 調査時期
幹 切 断 I司

剥  皮 枝  切 計 被害率

0-10娩 11～20% 21卸上
十〓

一●

ポリネット

および対

照区

7月 92フト 456本 405本 953フト 640本 38本 1,631本 69%

12月 28
９

″

９

“ 33 83 128 65 276
９

“

3月 9 24 36 69 312 66 447 19

■
―

ヨ

一
ロ 129 502 474 1,105 1,080 169 2,354 100

3.調 査.デ ー ターの集約

(1)被害発生時期別被害調査集計表

(2)ネ ット色別被害調査表

(3)経 費 内訳

4.考   察

調査表から被害の調査時期別には 7月 が69%と 被害の発生率が高 く次いで 3月 19%,

12月 12%と なっている。

ネットの色別による被害の発生率について見ると,あ まり差異は認められ/■
‐いが青ネットがもっ

ともよく6%と なっている。

ポリネット使用区と無使用区の被害発生の比較では被覆区6～ 9%,無被覆区 33%と なり,

ポリネットの被覆により被害の発生を予防できることが実証できた。

材料代および人件費については,ια当たり33,466円 とかなりかゝり増となるが,植付と同時

にポリネット処理をすれば若干安価になるものと思われる。野兎対策のきめては絶対羽数減少にあると

思われるが,種々の規制で捕獲できない面も́あるので忌避剤およびポ リネット等の補完的手段によ

り,その被害を最少限にとどめる手法として効果があると思われる。

ネッM弼リ 対象本数
幹 切 断 高

剥  皮 枝  切 計 被害率
0～ 1 00rt 11～20m 21飢上 計

自ネ ッ ト 1,471本 4本 6本 21本 31本 72フト 7本 110本 7%

赤ネ ット 1,245 3 8
９

一 23 50
И
量 87 7

青ネット 1,179 5 10 16 31
員
υ

う
０ 6 72 6

黄ネット 1,402 4
９

“

９

“ 37 63 56 9 128 9

無 被 覆 3.866 50 281 273 604 594 74 1,272 33

対 照 区 2,033 63 175 115 353 273 59 685 34

計 11,196 129
つ
ろ

（
）

員
υ 474 1,105 1,080 169 2,354

，

″

内 訳 延 人 員 経   費 備 考

人  件  費 14人 53,900円 ポ リネット切断,被覆

物  件  費 5,000 ポリネット代

計 58,900 (んα当たり 33,466円 )
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状 況 写 真 区分
1lL,チ 1、 サll 111  営林署

(様 式 6)

「


